
昭
和
四
年
九
月
十
八
日
浅
間
山
爆
護
報
告

群

馬

豚

前

橋

測

候

所

本
報
を
分
ち
て
爆
殺
後
の
賃
地
踏
査
の
朕
況
を
其
一
と
し
、
降
友
及
鳴
動
等
の
調
査
を
某
こ
と
し
、
之
に
伶
ふ
地
震
調

査
を
其
三
と
す
。

(其

の

.圃圃・... 

、回ノ

九
月
二
十
七
日
爆
殺
後
の
火
口
及
其
附
近
の
紋
況
踏
査
の
銭
め
所
員
。
乞
涙
遣
し
調
査
せ
し
め
し
所
に
よ
れ
ば
、
左
の
如

じ。一

噴

火

口

今
岡
の
爆
援
は
火
口
底
中
の
北
東
隅
に
位
し
‘
直
径
約
百
米
位
の
卒
固
形
を
な
し
其
の
深

5
は
火
口
底
よ
b
二
三
十
米
位

と
思
は
る
-
、
も
登
山
崎
田
時
濃
霧
と
噴
煙
の
震
め
測
定
困
難
に
し
℃
・
辛
じ
て
煙
の
切
れ
間
よ
b
望
見
せ
る
を
以
℃
国
よ
b

精
確
な
る
も
の
に
非
ず
。

噴
煙
の
現
に
盛
な
る
は
口
の
北
西
隅
に
し
て
火
口
壁
よ

b
落
下
せ
る
岩
石
堆
積
し
、
其
の
間
際
よ

b
少
し
く
黄
色
ど
帯

び
た
る
白
煙
段
々
と
し
て
立
ち
日
升
タ
岩
石
は
一
帯
に
黄
白
色
を
主
せ

b
。
叉
火
口
底
の
中
央
部
及
其
他
硫
黄
様
の
黄
色

ニ
O
コ一



二

O
四

の
も
の
散
在
し
共
附
近
よ
タ
も
可
成

b
の
噴
煙
を
見
た

b
l
其
の
他
火
口
壁
を
周
つ
℃
上
下
所
々
及
中
腹
よ
ー
リ
も
噴
煙

し
っ
~
ぁ

b
l
然
る
に
該
に
不
可
思
議
な
る
は
今
同
の
爆
殺
に
よ

b
深
め
ら
れ
た
る
来
北
部
は
極
め
て
少
量
の
噴
煙
あ

戸
る
の
み
に
し
て
FB

共
の
中
央
部
の
最
深
所
も
岩
石
の
破
片
に
覆
は
れ
居

b
，
其
問
よ

b
白
煙
少
し
く
日
升
る
を
見
る
の
み

j
r

此
爆
殺
前
…
の
洗
静
が
爆
殺
せ
し
を
以
て
其
の
蓄
積
せ
し
エ
ネ
Y
ギ

iuを
消
散
せ
し
も
の
か
，
或
は
充
分
な
る
噴
煙
を
途

¥
げ
ず

L
て
徐
勢
中
間
に
停
滞
し
て
次
の
爆
殺
を
蓄
積
す
る
も
の
か
、
宜
し
く
墜
者
の
誌
に
侯
た
ぎ
る
可
か
ら
ゴ
る
も
，

一
恐
ら
く
後
者
に
属
す
る
も
の
と
考
へ
ら
る
れ
ど
如
何
。

火
口
は
大
館
見
取
国
の
如
く
東
側
A
部
は
一
段
高
く
火
口
壁
の
上
端
よ

b
見
掛
上
八
九
十
米
位
に
し
℃
、

B
部
は
火
口
底

の
大
部
分
に
で
南
方
に
て
百
二
三
十
米
の
深

3
と
認

U
。
C
部
は
今
同
の
爆
後
口
に
℃
、

B
部
よ

b
二
三
十
米
深
き
が
如

し。一
一
火
山
岩
の
噴
出

新
火
日
よ

b
一
様
に
噴
出
せ
ら
れ
た
る
岩
石
も
火
口
、
が
北
東
隅
な
る
関
係
か
大
塊
は
南
西
方
に
多
く
，
南
，
末
、
西
に

は
可
成
多
く
、
北
-
東
方
に
は
最
も
少

3
が
如
し
。

西
南
西
前
掛
山
を
隔
て
て
約
二
粁
宇
の
位
置
に
あ
る
長
野
測
候
所
治
分
支
所
附
近
に
は
、
可
成
る
大
な
る
焼
石
落
下
せ

し
由
に
で
其
痕
跡
未
だ
歴
然
た
A
Y
其
の
中
大
な
る
も
の
に
あ
A
Y

て
は
直
径
四
米
、
深
志
一
-
米
に
達
す
る
位
の
大
穴
と
な

9
E
其
中
央
部
に
落
石
の
埋
渡
せ
る
も
の
あ
b
。
叉
落
下
と
周
時
に
破
砕
し
て
四
方
に
飛
散
し
-m
ハ
中
に
僅
か
数
個
の
小
破



h
-
h

圃
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片
を
止
U
る
も
の
等
あ

b
。
而
じ
て
是
等
焼
石
は
落
下
後

も
可
成
'
り
の
高
溢
な
h
J
し
と
見
之
、
其
接
鰯
せ
る
草
木
を

焦
し
、
同
観
測
所
の
北
西
隅
に
落
下
せ
る
大
石
は
翌
朝
迄

赤
く
見
え
、
十
八
日
中
其
附
近
よ
み
水
蒸
気
の
白
'
く
上
る

を
見
た
る
由
な
L
Y
O

ヲ
之
よ
ム
リ
進
U
乙
と
五
百
米
位
ザ
ト
ィ
~
湯

ノ
卒
(
奮
火
口
庶
民
て
草
木
あ

b
火
口
の
西
方
約
二
粁
〉
R

に
達
す
れ
ば
焼
石
落
下
の
跡
念
々
多
く

E

大
穴
所
々
に
賠

在
し
樹
木
の
損
傷
せ
る
も
の
又
多
し
。
日
記
等
焼
石
中
に
℃

前
掛
山
の
中
腹
に
落
ち
湯
ノ
平
迄
韓
落
せ
る
大
焼
石
は
、

火
山
観
測
所
渡
透
技
手
の
測

b
し
所
に
よ
れ
ば
周
国
二
十

七
米
以
上
に
建
せ

b
ー
と
。
其
献
立
洛
の
際
の
遜
路
は
幅
員
約

六
米
に
℃
恰
も
森
林
中
に
直
線
道
路
を
問
主
』
た
る
時
の
如

く
、
通
路
の
樹
木
は
皆
打
折
ら
れ
、
押
し
倒
3
れ
、
中
に

は
周
国
一
米
以
上
あ
る
落
葉
松
等
、
根
本
よ

b
挫
折
そ
ら

二
C
五

し
居
れ

b
。
此
岩
石
は
今
同
の
爆
援
に
℃
噴
出
せ
る
岩
石



ニ
O
穴

に
て
E

批
味
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
中
最
大
な
b
と
。
之
に
接
近
せ
る
枝
葉
は
皆
焦
げ
た

b
o
前
掛
山
を
右
に
見
て
火
口
の

北
西
約
一
粁
附
廷
に
て
は
火
口
に
近
さ
丈
に
、
湯
ノ
卒
よ
b
更
に
多
く
の
降
石
の
跡
あ
ち
'
0

然
れ
ど
も
此
附
近
は
・
既
に
草

木
は
無
く
岩
石
の
破
片
の
み
に
し
て
且
つ
傾
斜
念
な
る
と
大
雨
後
な
b
し
矯
め
、
痕
跡
の
消
波
多
数
に
上
れ
b
。

北
方
及
北
東
の
方
面
は
降
石
の
跡
非
常
に
少
か

b
し
は
、
此
方
向
に
向
っ
て
噴
出
せ
る
岩
石
は
火
口
壁
に
遮
ら
れ
，
之

に
衝
突
し
て
落
下
せ
る
潟
め
と
想
像
ユ
る
。
視
察
営
時
は
北
東
の
風
和
風
程
度
な

b
し
を
以
て
噴
煙
‘
南
西
の
火
口
壁
に

停
b
て
廃
さ
居
b
，
此
方
面
の
踏
査
不
龍
な
b
し
は
遺
憾
と
す
る
所
な
b
。
然
れ
ど
も
長
野
測
候
所
長
並
に
同
所
員
の
談

に
よ
れ
ば
此
方
面
最
も
多
く
降
石
あ
b
し
と
一
広
ふ
。

火
口
よ

b
南
東
方
は
南
西
に
比
し
降
石
和
少
か
る
べ

3
も
踏
査
の
結
果
は
最
も
多
か

b
し
。
捕
陀
ケ
披
岩
ハ
火
口
の
南

々
来
約
二
粁
)
の
来
附
近
に
於
て
は
直
径
一
米
乃
至
三
米
位
の
大
穴
十
米
平
方
に
約
三
四
箇
の
割
合
に
あ
b
℃・

一
米
以

下
の
落
石
の
跡
は
五
六
個
所
も
あ

b
て
，
噴
火
営
時
の
凄
惨
を
偲
ば
し

U
。
之
よ
λ

リ
南
東
に
上
る
に
つ
れ
て
落
石
岩
石
は

小
と
な
b
し
も
其
数
は
可
成
b
多

3
模
様
な
b
し
c

火
口
の
南
東
約
三
粁
附
近
と
思
は
る
L
所
に
て
左
右
よ

b
幾
分
低
く

降
雨
の
際
は
水
路
と
も
な
る
べ
し
と
思
は
れ
し
所
に
珍
ら
し
く
も
直
径
七
米
位
に
法
せ
る
大
落
石
跡
あ
b
℃
其
附
近
に
は

所
々
に
少
許
の
雑
草
あ
λ

ソ
て
破
片
此
雑
草
を
燃
焼
せ
し
め
し
も
山
火
事
を
起
す
に
至
ら

.
3
b
し
は
幸
と
一
去
ふ
べ
し
。
命
南

東
に
下
れ
ば
・
次
第
に
降
石
少
く
火
口
よ
b
約
五
粁
附
近
峯
の
茶
屋
よ
ι
リ
追
分
に
通
ず
る
道
路
に
出
づ
る
頃
は
指
頭
大
の
石

片
を
少
量
認
な
る
程
度
な
b
。
此
道
路
を
北
上
す
れ
ば
降
石
和
大
と
な
b
其
数
も
亦
増
加
し
浅
間
の
東
麓
火
口
よ
b
来
四



粁
許
'
り
小
浅
間
山
の
南
東
麓
な
る
山
舎
の
茶
屋
附
廷
に
て
は
拳
大
の
降
石
可
成

b
多
く
中
に
は
縦
十
七
糎
五
、
高
さ
七
糎
，

重
量
千
四
百
六
十
二
克
に
注
し
た
る
も
の
も
あ
'
夕
、
た

b
E
目
疋
等
の
降
石
の
雑
一
旦
自
に
℃
降
下
営
時
は
屋
内
に
て
封
話
も
困
難

な
b
し
と
云
ふ
。
此
茶
屋
の
屋
根
は
一
面
に
コ
ン
ク

9
1
ト徐一一
b
な
b
し
を
以
て
些
の
被
害
も
無

b
し
が
、
便
所
の
屋
根

及
府
等
は
亜
鉛
な
A

リ
し
翁
め
所
々
に
打
抜
穴
を
生
ぜ

b
。
命
此
道
路
に
沿
ひ
て
北
方
に
至
れ
ば
約
二
粁
弱
に
し
て
本
殿
と

長
野
焼
と
の
界
に
至
る
透
は
一
面
に
敷
け
る
が
如
く
指
頭
大
の
石
片
降
b
牒
界
ょ
・
9
北
約
一
粁
宇
の
分
去
茶
屋
(
嬬
藤
村
)

附
近
に
は
少
量
の
降
友
あ
b
し
の
み
な
b
。

峯
の
茶
屋
よ

b
南
方
は
約
二
粁
位
に
て
降
石
の
痕
跡
絶
ゆ
。
之
に
依
つ
℃
見
れ
ば
一
旦
上
盆
に
噴

3
上
げ
ら
れ
た
る
噴

出
物
は
上
安
の
西
風
に
迭
ら
れ
℃
来
に
向
以
約
四
粁
を
遁
遇
せ
し
頃
は
山
舎
の
茶
屋
附
廷
を
中
心
と
し
て
約
五
粁
の
幅
員
と

な
b
、
向
来
に
向
ひ
し
様
認
め
ら
る
。
而
し
℃
長
野
原
町
二
度
上
ハ
火
口
の
東
北
東
十
粁
)
附
近
に
は
小
石
片
降
b
其
北

方
束
卒
附
一
辺
に
て
は
降
・
一
次
多
く
碓
氷
郡
細
野
村
に
℃
は
直
径
三
糎
大
の
降
石
あ
b
o
同
九
十
九
村
に
て
は
大
一
丸
大
の
石
片

降
b
し
と
同
方
面
よ

b
来
れ
る
管
林
署
員
は
語
れ

b
。

(
其
の

一一)

由
来
浅
間
山
爆
殺
に
伶
ム
降
砂
及
降
次
は
長
野
腕
に
あ
る
乙
と
稀
に
し
て
殆
ど
群
馬
駿
下
に
あ
b
。
目
疋
銃
往
の
爆
後
が

夏
季
に
あ
ら
ず
し
て
其
他
の
季
節
郎
ち
北
西
偏
風
の
時
季
に
起
る
を
以
℃
其
風
上
の
長
野
は
降
ら
ず
し
て
群
馬
に
の
み
降

る
は
敢
て
怪
し
む
に
足
ら
ず
。

二
O
七



二
O
八

ハ
'
降
・
一
決
が
一
者
賞
に
及
ぼ
す
影
響
は
其
期
節
と
砂
友
の
大
小
に
よ
っ
て
異
な
る
。
本
年
の
爆
殺
は
恰
も
晩
秋
輩
の
飼
育
中
に

て
往
年
も
此
の
時
期
に
降
友
あ

b
て
晩
秋
譲
の
全
滅
せ
し
事
あ
b
し
に
、
今
同
は
其
殻
却
を
聞
か

.3
る
は
卒
と
云
ふ
べ
ん
O
J

是
養
護
家
、
が
従
来
の
経
験
に
鑑
み
、
其
所
置
宜
し
き
を
得
、
た
る
と
・
降
次
よ

b
は
寧
ろ
降
砂
の
方
多
く
比
重
の
関
係
上
桑
薬

に
粘
着
せ
る
も
の
勘
か

b
し
に
よ
る
。
今
此
降
砂
及
降
・
一
決
に
就
て
其
概
況
を
述
ぶ
れ
ば
、
噴
煙
は
正
来
よ
b
も
柏
市
に
偏

し
略
々
東
微
南
に
向
ぴ
其
の
中
心
は
碓
氷
郡
細
野
村
を
遁
b
安
中
町
の
北
よ
P
9
群
馬
牒
長
野
村
、
高
崎
市
の
上
・
答
申
ど
過
ぎ

前
橋
の
南
方
を
遁

b
伊
勢
崎
町
の
上
窓
に
至

5
.
命
太
田
町
、
館
林
町
、
海
老
瀬
村

ρ
上
法
一
を
遁
過
せ
じ
も
の
の
如
え
降
、

次
降
砂
も
路
々
此
道
筋
の
左
右
に
末
庚
形
を
口
壬
し
先
方
に
行
く
に
従
っ
て
砂
粒
も
小
ぷ
く
又
浅
間
山
よ
b
同
距
離
の
地
に

あ
hj
℃
は
、
煙
の
中
心
の
遁
過
せ
る
所
よ
b
左
右
に
遼
ゴ
か
る
に
従
ひ
砂
党
次
第
に
小
ー
と
な

b
降
・
一
次
の
最
北
端
は
利
根
郡

桃
野
村
に
迄
達
し
南
は
多
野
郡
藤
岡
町
、
佐
波
郡
玉
村
町
以
南
に
迄
及
び
束
は
遠
く
茨
城
牒
下
に
迄
及
び
し
と
一
五
ム
op

本
勝
に
℃
は
碓
氷
郡
、
群
馬
腕
、
勢
多
郡
，
佐
波
郡
、
新
田
郡
，
山
田
郡
‘
口
巴
楽
郡
及
前
橋
、
桐
生
、
高
崎
の
三
市
会

部
及
吾
妻
郡
の
南
部
.
利
根
郡
の
南
西
部
、
北
甘
楽
、
多
野
雨
郡
の
東
部
等
に
降
友
砂
あ

b
E
其
面
積
約
二
千
八
百
四
十

一
平
方
粁
以
上
に
注
す
べ
し
。
降
下
物
は
皆
堅
質
の
紋
密
な
る
暗
殺
色
の
岩
石
の
破
片
の
み
に
し
て
比
重
一
一
，
四
四
強
な

、

O

A
9
 

ロ
'
前
橋
測
候
所
に
於
て
は
午
前
一
時
五
十
分
よ
b
約
一
時
三
十
分
間
に
百
一
b
一
坪
に
八
十
九
匁
六
分
の
降
砂
あ
b
共
大
さ

芥
子
粒
大
な

b
o



管
内
に
於
℃
は
夜
宇
に
突
殺
せ
し
銭
め
噴
煙
の
到
着
時
刻
及
降
友
の
始
終
時
刻
等
各
地
明
瞭
な
ら
、
3
b
し
は
調
査
上
頗

る
遺
憾
と
す
る
所
な
れ
ど
も
，
亦
巳
む
を
得
、
三
る
な

h
其
の
概
加
は
巻
末
に
あ

b
。

(
其
の
三
)

本
所
微
動
計
の
記
象
に
よ
れ
ば
今
同
の
爆
殺
は
貨
に
稀
有
に
麗
し
爆
殺
に
伶
ム
地
震
動
の
振
幅
は
東
西
動
に
於
℃
九
十

ミ
ク
ロ
ン
南
北
動
に
於
℃
は
百
七
十
ミ
ク
ロ
ン
に
達
し
昨
年
二
月
廿
三
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℃
之
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空
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波
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℃
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落
せ

h
と
。
其
他
附
近
の
旅
合
、
峯
の
小
屋
火
山
館
に
て
は
屋
根
廟
等
に
多
少

の
被
害
は
あ
b
し
も
、

3
し
た
る
事
な
し
。
尤
も
火
山
館
に
て
は
屋
根
に
落
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瀞
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築
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℃
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損
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岡
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